
別紙２

配点

15

15

10

　事業を効果的に実施するための事業者独自の提案はあるか。 10

実施体制 10

業務実績 15

事業所の
所在地

5

80

20

20

100

【別表】

配点

Ａ 20

Ｂ 16

Ｃ 12

Ｄ 8

Ｅ 4

参考（業務実績の評価点算出方法）

各業務実績の評価・積算（最大５件まで）
Ａ（大半が類似している）：１点，Ｂ（一部が類似している）：０．５点，Ｃ（ＡＢ以外）：０点

(　　　)＋(　　　)＋(　　　)＋(　　　)＋(　　　)＝合計（　　　 ）＝評価点

最低金額とは，提案者から示された見積金額のうち，最低の額のことを言う。

（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×4/5）以上，予定上限額以下

（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×1/5）以上，（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×2/5）未満

（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×2/5）以上，（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×3/5）未満

（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×3/5）以上，（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×4/5）未満

最低金額以上，（最低金額＋(予定上限額－最低金額)×1/5）未満

評価基準

小　　　計
見積金額

　本業務遂行にあたって、展覧会制作に関する理解と知識が十分にあるか。

別表のとおり

小　　　計

　応募者が京都市区域内に本店又は主たる事務所を有するか（区域内の場合は
５点，区域外の場合は０点）

評価事項

提案内容評価表

業務提案内容

　本業務遂行にあたって、会計に関する理解と知識が十分にあるか。

　著作権の使用許諾に関する理解と知識があるか。

　事業を安全かつ迅速に実施するために必要な人員体制が確保されているか。

　類似業務の実績は十分か。

合　　　　計


